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ひとこと：「５年後の歯科医療に役立つ研究」のコンセプトで，象牙質病態のミクロレベル 

     での観察・研究とその治療法の開発を進めております。 

     最近は、虫歯に侵された象牙質の細菌を接着剤で封じ込め、象牙質を再生しよ 

     うとするモディファイド・シールドレストレーション（特許出願中）の確立に 

注力しています。 

 

１．象牙質の修復ならびに再生 

  虫歯に侵された象牙質を修復し、更には 

  再生させることを目的として、種々の接 

  着性レジンの象牙質接着性機能をミクロ 

  レベルでの観察ならびに最新の表面分析 

  手法を用いて解析し、新しい保存修復手 

  法を構築しています。 

 

 

２．象牙質知覚過敏症の治療法の開発 

  超高齢化社会に突入した我が国において、 

  高齢者を中心に多発している象牙質知覚 

  過敏症や根面う蝕の新しい治療法の開発 

  を進めるとともに、歯の硬組織再生を実 

  現すべく、種々の再生療法の開発検討を 

  進めています。 

  

 

 

 

キーワード：象牙質、根面う蝕、接着性レジン、知覚過敏症 

      モディファイド・シールドレストレーション(ＭＳＲ) 

 

 

 

 

 

[モディファイド・シールドレストレーション
（MSR）法] 
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キーワード用語集（吉山昌宏先生） 

 

 象牙質・・・・歯は表面の最も硬いエナメル 

        質、その下に象牙質、その中 

        心部に知覚神経を含んだ歯髄 

        細胞より構成されている。 

     

 

 根面う蝕・・・高齢者では歯ぐきに近い根面 

        の象牙質が、侵食されたり虫 

        歯に侵されることが多い。 

 

 

 接着性レジン・根面う蝕の治療で、う蝕部を封じ込める材料として、象牙質 

        との接着性が強い高分子モノマーが用いられる。 

         抗菌性のものも開発されている。          

 

  

 知覚過敏症・・歯の表面が侵食されることにより、中心部の知覚神経が高温・ 

        低温に異常に反応する症状。  

 

  

 モディファイ・シールドレストレーション(ＭＳＲ) 

        根面う蝕に対する新しい保存修復方法で、象牙質の再生能力   

        を活かし、接着性レジンで封じ込める治療法。 
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